
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和３年度 

 

● ふるさと学習の一環として、富岡製糸場世界遺産伝道師協会の皆 

 様にご指導いただき、繭から生糸をつくる「座繰り体験」を行った。 

● 「座繰り体験」は、渋沢栄一翁とゆかりが深い富岡製糸場や県北 

 地区の代表的な産業であった養蚕について学習する貴重な機会と 

 なっている。 

 

● 繭の入った鍋のお湯を回しながら糸が切れないようにしていく 

 のは難しかったけれど、きれいな糸になってうれしかった。富岡製 

 糸場で工女として働いていた人たちの大変さがわかった。 

● 一つの繭は 1,000m 以上の糸でできていることを知って驚い

た。 

 

 

     

         

● 繭から生糸をつくる「座繰り体験」をしたことで、児童の「ふる 

 さと深谷」への意識を一層高めることができた。 

● 繭や生糸に直接触れたり、糸を紡いだりしたことは貴重な体験 

 となった。 

第５・６学年 

座繰り体験 

 

 


